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作品紹介
風景を成す場としての空間作品 制作研究
山 田 良
Ryo YAMADA
個展?Vertical Landscape?
札幌芸術の森美術館中庭＋前庭：2009年４月25日－11月８日
個展?Penetrate Garden?
Steen& Strom,Oslo NORWAY：2009年３月18日－４月23日
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?Vertical Landscape?中庭側内観
［作品データ］
ファブリック製
空間サイズ（中庭）：高さ3.6m・幅23.0m・奥行き13.0m
空間サイズ（前庭）：高さ3.6m・幅23.0m・奥行き13.5m
柱状造形：高さ3.6m・0.45m×0.45m（43本）
高さ3.6m・0.9m×0.9m（13本）
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?Vertical Landscape?中庭側内観
作品内部を観覧することができる
?Vertical Landscape?前庭側を美術館対岸からみる
夏季限定のライトアップのようす
作品紹介
※制作協力：杉浦良輔，平山友美子，奥田諭史，堺麻那，図司早夕里（札幌市立大学デザイン学部空間デザインコース）
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?Penetrate Garden?作品内観
［作品データ］
紙管製（直径55mm・厚さ４mm）
空間サイズ：高さ2.3m・幅12.0m・奥行き15.0m
床面差し込み管：約30000本
柱状管：2000本
?Penetrate Garden?作品内観
来訪者が自由に空間をデザインすることができる
※制作協力：堺麻那，平山友美子，奥田諭史（札幌市立大学デザイン学部空間デザインコース） 以上 写真：山田良
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作品紹介
これまで自然環境における風景を，造形作品を通してどの
ように見せるかという考察??を続ける一方，作品をつくる側
として，風景を想起させる空間とはどのような状態のものか，
作品そのものが鑑賞者にとっての風景となりえないかという
考えを巡らしている．本制作研究は体験を通して実践検証す
るプロセスの一端であり，今後の制作研究の継続を重視する
前提に立つ．風景の認識方法を定式化することと作品を制作
することとは相互作用に異論の余地はないが，直接ひとつの
理想的な空間形態へと結びつくものとも考えにくい．素材の
選択・鑑賞者との関わり方・制作方法など複数の造形アプロー
チをパラレルに実践することで，風景を想起させる空間イン
スタレーション作品について考察していく．
１．本制作研究における風景の定義
「風景」の言葉のもつ意味としてジンメルは「風景が産出さ
れるところの独特の精神的過程」??という表現を用い，風景と
は見る者による個性を持つもので心や生命の躍動全体と連携
を保つと指摘している．木村はこのジンメルによる風景に固
有な「気分」を捉え，「客観性の極に景観を，主観性の極に風
景を配置することによって，風景経験に具わる認識論的秩序
を，具体的に定式化することができる」??としている．
このように風景とは，見る側によりつくられるという観点
から捉えることができ，視点場（見る人）と媒介（作品）そ
して対象（風景）という立場に分けた上での論理が成り立つ
といえる．
２．動きをアフォード??する空間インスタレーション
2.1 先行作品事例と知覚概念
鑑賞者の動きを促し，また動くことで知覚することが可能
な作品として，荒川修作『見る者がつくられる場』実験展
（1992，東京国立近代美術館)(写真１）をとりあげたい．まず
展覧会のタイトルが印象に残る．工藤によれば，タイトル内
の「られる」は受動であると同時に可能の意味でも考えるこ
とができる??．作家が表現し，鑑賞者が見るという近代芸術の
原理を反転させ，作者が用意した場で鑑賞者が芸術作品をつ
くる＝表現することができるとなり，作家と鑑賞者が共同に
て作品を制作する場という意味となる．つまりこの展覧会の
趣旨は，見る側の知覚の姿勢を能動的に変えなければ，作品に
潜む趣旨も見えてこないということも同時に意味している．
ギブソンによれば，人が自らの置かれる環境を知覚する場合，
体の動きが決定的に重要であるとする??．われわれが対象を
把握する場合，常に眼や頭から体に至るまで動いている．動
くことで対象に関する十分な情報をえることができ，不変項
をピックアップしながら正確な
対象把握にいたるとしている．
2.2 作品報告
?Penetrate Garden?（2009，
ノルウェー・オスロ）では，鑑
賞者の動きをアフォード??する
空間を考えた．視界を遮られる
空間は次なる空間の展開を鑑賞
者に期待させるといえる．また，
作品の大きな特徴のひとつが，
空間内を占める2000本の紙管（直径55mm・高さ2.3m）を
鑑賞者が自由に動かせるということである．これにより各々
の考えるレイアウトを創造・選択し，空間をつくりあげるこ
とができる．内部の紙管の密度は全体において不均一で斑が
あり，われわれは動くことで自らを取り巻く空間状況を把握
することができる．鑑賞者それぞれの動きによって異なる場
の連続となる本作品は，視覚情報から組み上げられ，鑑賞者
の記憶の中での風景となるといえるのではないだろうか．
３．肌理・テクスチャーから解放された
空間インスタレーション
3.1 先行作品事例と知覚概念
James Turrell（ジェームズ・タレル）は直島?南寺プロジェ
クト?について作品にとっての光の重要性を語り，「光に物質
性を持たせたい．光は物を照らし出すものとして使われてい
るが，私自身は光が持っている物質性に強く惹かれる」と述
べている??．
川俣正は対談??の中でこのタレルの作品について「何も見
えない真っ暗な部屋に入り―中略―次第に何か見えてくるが
それは結局自分の目の残像みたいなもの，自分の頭の中で見
えているものを見ている」と表現している．奥行きの感覚や
はっきりとした対象物がないことが，鑑賞者の創造をふくら
ませる傑出した事例とであることはいうまでもなく，川俣も
その効果を述べている．
ものの表面を彩るものは色彩や肌理（テクスチャー）??とす
る，ギブソンが空間知覚の概念を提示するにあたり基礎とし
たのは，われわれを囲む環境を「包囲光配列」としえ捉え，
空間を満たす光によって環境は面のレイアウトとして知覚さ
れるとすることであった．われわれを取り巻く環境の肌理は，
視覚対象に表情を与え味わいや風合いを増す効果を有すると
ともに，見る者に遠近感覚を構成しさらには自分がここにい
るという定位感覚を与える．
3.2 作品報告
?Vertical Landscape?（2009，札幌）では，肌理（テクス
チャー）から解放???され，明確な視覚対象を伴わない空間を
思考した．これにより鑑賞者がイメージを構築し，本作品そ
のものが風景として映ることを期待している．作品は軽量な
ファブリック（寒冷紗１mm目合）を素材としているため，
ささやかな空気の流れに反応しゆらめく．また陽の光を細い
繊維が反射するため，光がボリューム・質量を伴い現れる．
概念としてではなく経験として，鑑賞者の前に風景として浮
遊すると考えている．
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じて』1990
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1991『荒川修作の実験展：見る者が
つくられる場』p.237）
